
東北食農ネットワーク”T-FAN”第 1８号をお届けします。

第 1８号では、東北ハイテク研が主催し、農研機構東北農業研究センターが共催して平成 30 年 3

月 12 日（月）に盛岡で開催しました東北ハイテク研産学連携セミナー『「知の集積と活用の場」の

研究開発プラットホームと研究コンソーシアムの設立・運営をどうするか』についてお知らせしま

す。

農林水産省・農林水産技術会議事務局が平成 30 年度から開始する競争的研究資金「イノベーション

創出強化研究推進事業」では、『「知」の集積と活用の場』で設立された研究開発プラットホームや研

究コンソーシアムへの参加が採択される上で有利に働くような措置がとられています。しかし、研究

開発プラットホームの設立・運営に関する研究機関、研究者のノウハウの蓄積は乏しく、応募を戸惑

っている研究機関、研究者が多いのでは無いでしょうか。

こうした状況に対応するため、東北ハイテク研では、『「知の集積と活用の場」の研究開発プラットホ

ームと研究コンソーシアムの設立・運営をどうするか』というテーマで平成 30 年 3 月１２日に産学

連携セミナーを開催しました。このセミナーには、「イノベーション創出強化研究推進事業」へ既に応

募した、もしくは今後応募する予定の研究者３４名が参加し、研究開発プラットホームの設立・運営

方法に関する智恵、ノウハウを獲得するため、活発な質疑討論が行われました。

セミナーのプログラムは開催案内の通りですが、今回のセミナーでは特に２人の話題提供者から、以

下の点に重点をおいた講演が行われました。

◆話題提供１

「科学的根拠に基づく高付加価値日本食・食産業研究開発プラットホームの

運営・管理の特質と課題」

  竹岡 芳成 氏（東北大学農学研究科特任講師）

◆話題提供２（16:00～17:00）

「キッコーマンの国際戦略・産学連携・研究開発のイノベーション」

松山 旭 氏（キッコーマン株式会社研究開発本部長）

東北ハイテク研究会
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話題提供１では、東北大学の研究開発プラットホームと２つの研究コンソーシアムを支えている竹岡芳

成講師から、以下の報告が行われました。

１）東北大学がプラットフォームの管理運営機関として取組む理由

２）知の集積と活用の場のプラットフォームの前身的枠組み『東北食品研究開発プラットフォーム』の

活動

３）科学的根拠に基づく高付加価値日本食・食産業研究開発プラットフォーム推進体制

４）科学的根拠に基づく高付加価値日本食・食産業研究開発プラットフォーム主な活動内容

５）科学的根拠に基づく高付加価値日本食・食産業研究開発プラットフォームから立上げられたコンソ

ーシアム

６）科学的根拠に基づく高付加価値日本食・食産業研究開発プラットフォーム運営・管理の特質と課題

当日配付された資料のポイントとなるスライドは、以下の通りです。
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話題提供２では、農林水産省の『知の集積と活用の場』の立ち上げに重要な役割を果たすとともに、産

官学連携協議会の理事・運営委員長を務め、さらにはキッコーマンの研究開発本部長として指揮をとって

いる松山 旭氏から以下の報告が行われました。
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なお、本セミナーでは、予定時間を超えて以下の点について活発な質疑討論が行われました。

１）組織運営から判断した研究開発プラットホームの適正な規模

２）研究開発プラットホームの運営資金の確保の方法

３）研究開発プラットホームへの農林水産事業者の参加を促すための方法

４）現在の産官学連携会運営上の課題と論議が行われている点について
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産学連携セミナー風景
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